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世帯数 1,-427戸
人口 1,709人

男 '.3,744人
女 .),965,人

積 46.65
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第1回農業文化祭おわる

第
一
回
玉
川
村
農
業
文
化
祭
は
去

る
十
一
月
二
十
日
よ
り
二
十
三
日
ま

で
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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右
の
出
陳
の
中
か
ら
次
の
畜
生
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家
畜
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一
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選
ば
れ
ま
し
た
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卵
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右
の
出
品
の
中
か
ら
次
の
方
が
1

等
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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出
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六
名
の
う
ち
か
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次
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と

お
り
入
賞
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が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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ま 力‘ わ一 第 25号

低
速
ギ
ポ
ー
ば
り
む
し
ろ
四
、
二
輪
車
類
の
運
転
は

セ
カ
ン
ド
ギ
ャ
な
ど
に
入

t
く
に
危
該
匹
寸
竺
急
ブ

れ
八
こ
ク
，
ラ
ッ
チ
を
除
々
に
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
を

あ
わ
せ
て
発
進
す
る
の
が
切
ら
な
く
と
も
横
す
べ
り

ょ
い

ジの
で
す
。

t

し
て
転
倒
し
易
い
か
ら
滅

二
、
路
面
が
凍
っ
て
い
た
速
し
て
常
に
安
全
運
転
を

贔

雪

が

あ
＂る

と
き
は
ブ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

レ
ー
・
キ
を
か
け
て
も
、
通
な
お
転
倒
に
よ
る
頭
部

喜
場
合
の
三
倍
か
ら
六
損
偽
事
故
防
止
の
た
め
、

倍
程
度
四
停
止
距
離
を
必
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
華
帽
は
効

要
上
ず
る
の
で
充
分
な
余
果
的
で
ナ
。

ブ
レ

川・
キ
を
一
般
家
庭
へ
御
願
い

裕
を
も
予
立
，．．
．．
 
t‘
>,
 

軽
く
翠
ソ
沢
グ
と
踏
み
な
一
、
凍
結
し
や
す
い
道
路

が
ら
徐
々
に
止
動
作
に
入
に
散
水
す
る
こ
と
は
止
め

喜

が

ば
羞
交
書
．

i

]

ま
し
ょ
う
。

ら

三
、
ダ
イ
ヤ

じ
に
チ
ェ
ー
ニ
、
道
路
で
ス
ケ
ー
ト
、

ソ
を
つ
け
た
り
ズ
人
9，ー
ダ
’`

ヘ
ス
キ
ー
等
で
遊
ん
で
い
る

イ
ヤ
を
使
っ
て
い
て
ぷ
凍
[
-
子
供
を
見
つ
け
た
ら
注
意

結
道
路
上
で
は
万
能
的
な
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

効
果
を
ら
夕っ
て
い
る
わ
け
―
―
-
、
道
路
に
は
商
品
や
そ

で
な
い
の
で
す
。
悶
従
a

っ
て
の
他
の
物
品
を
置
か
な
い

こ
れ
ら
の
装
置
を
と

i
含
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
Q

け
て
い
で
も
慎
重
な
運
転

又G
玉
川
村
交
通
対
策
協
議

が
必
要
で
す
。

＇会
）
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奏

消
防
団
の
秋
季
検
閲
が
席
上
表
彰
さ
れ
ボ
迫

十
一
月
二
十
五
日
午
前
十
の
と
お
り
。

．

々
庭
＠
機
械
器
具
整
障
優
哀
表

時
よ
り
須
釜
小
学
校

で
大
野
県
識
会
議
員
外
多
彰

数
の
来
賓
を
む
か
い
行
な
吉
分
団

＇

．

わ
れ
、
小
針
団
長
以
下
―
―
―
公
分
団
長
須
釜
信
好
')
;

五
六
名
の
団
員
は
日
頃
の
④
防
火
優
良
家
庭
表
彰

訓

練

を

披

露

、

大

越

村

長
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辺

佐

藤

美
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検

閲

官

の

検

閲

を

受

け

火

吉

田

丑

蔵

の

守

り

を

誓

い

あ

っ

た

。

蒜
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長
さ
旅
の
疲
れ
は
瀬
戸
の
海
風
に
昧
し
て
し

l

ば
し
眼
を
つ
む
る

血
朝
の
陽
に
光
を
は
ぢ
＜
瀬
戸
の
海
に
旅
の
疲

Ill

＿
 

＿
れ
を
癒
さ
ん
と
す
る

II

息

せ

さ

て

石

段

登
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金

比
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宮

も

う

こ
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よ

血
l
 

i;”
ん
旅
を
好
ま
ず

＂
謡
韮
の
ゆ
れ
の
如
く
に
成
じ
つ
つ
列
車
ど
よ

ー

111

も
す
中
に
ね
む
れ
り

令

，

一

一
た
ち
ま
ち
に
列
卓
の
窓
を
曇
ら
せ
て
伊
吹
お

皿
ろ
し
は
粉
雪
を
降
ら
す

．
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高
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井
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針
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祐

草

野

彦

七

鈴

木

重

義

小

山

田

房

治

玉

木

政

勝

鈴

木

要

治

榊

枝

吉

徳

吉

須

釜

勝

太

郎

山
小
屋
＂心
石

森

仲

夫

四

辻

石

井

嘉

一

R
消
防
庁
官
賞
状
伝
達

（
十
五
年
以
上
勤
続
退

団
者
）

元
南
須
釜
分
団
長

猪

原

只

光

元
竜
崎
分
団
長

小

林

喜

次

元
岩
法
寺
分
団
長

草

野

甫

．

村
，
越

正

臣

R
感
謝
状
贈
呈

正
し
い
受
診
の
心
得

く
さ
ん
く
れ
る
の
が
へい
い

お
医
者
さ
ん
と
ほ
ぶ
ぎ
万

ま
せ
ん
。
素
入
輝
輝
で
＼い

お
医
者
さ
ん
に
注
鶉
ね
だ

り
や
薬
ね
だ
り
を
す
る

こ

と
は
絶
対
に
つ
つ
し
ん
で

健
康
味
険
は
み
な
さ
ん

の
財
産
で
す
°
み
ん
な
で

正
し
い
受
診
に
心
が
け
て

み
な
さ
ん

の
健
康
保
険
を

健
全
に
運
営
し
て
い
く
よ

う
協
力
し
て
下
さ
い
。

＠
健
康
を
守
る
の
は
あ
な

た
で
す
。

病
気
に
な
っ
た
ら
お
医

昔
さ
ん
、
と
い
う
の
は
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

以
前
の
問
題
と
し
て
健
康

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
お
医
昔
ざ
ん
は
健

康
の
相
談
相
手
と
し
て
あ

な
た
の
健
康
ぱ
あ
な
た
自

身
が
守
っ
て
い
く
こ
と
を

心
が
げ
て
下
さ
い
0

.

．＠
注
射
ね
だ
り
薬
ね
だ
り

は
禁
物

注
射
を
し
た
り
薬
を
た

北
須
釜

南竜岩中
須法
釜崎寺

小

高

樹蔵美乎作郎

男女男
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皿
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あ

り

な
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に

皿

霜
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菊

色

鮮

に

供

華

に

添

ひ

一

も

ぎ

残

る

柿

に

初

雪

あ

り

に

け

り

皿

-

枯

る

る

も

の

枯

れ

大

石

の

す

が

た

か

な

-

-

池

の

面

に

う

つ

る
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（
退
職
分
団
長
）
下
さ
い
。

元

北

須

釜

分

団

長

④

お

医

者

さ

ん

を

信

頼

す

矢

吹

辰

義

る

の

が

第

一

元

四

辻

分

団

長

あ

そ

こ

の

医

者

、

こ

こ

の
医
者
と
‘
―
つ
の
病
気

溝

井

清

二

、し

で
お
医
者
さ
ん
を
か
え
る

元
川
辺
分
団
長

＇，
う

こ
と
は
、
結
局
、
病
気
を

・
・須

藤

祐

完

長
び
か
せ
る
結
果
に
な
り

元
小
高
分
団
長

ま
す
。
信
頼
で
き
る
お
医

溝

井

賢

彦

吉

田

義

雄

者

ざ

況
に
お
ま
か
せ
す
る

元
岩
法
寺
分
団
長

の
が
第
一
で
す
。

元
吉
分
団
長

，

常

次

‘'
④
健
康
診
断
は
か
4

さ
ず

矢

吹

こ
9

9

 病
気
に
か
A

っ
て
苦
し

む
よ
り
か
A
ら
な
い
た
め

の
努
力
が
た
い
せ
つ
で
す

が
、
少
く
と
も
毎
年
の
健

康
診
断
だ
妹
は
必
ず
受
け

て
下
さ
い
。
も
し
病
気
が

発
見
さ
祁
た
と
き
は
、
早

く
治
療
を
受
け
る
よ
う
心

お
誕
生
お
め
で
と
う

ヽ

•

く

こ
ざ
い
ま
す

長

占`
／`
柄`

ク

柳

．沼

保

．幸

保

ク

派

田

由

紀

四

長

岩

法

寺

小

林

和

良

喜

長

南

須

釜

関

川

健

次

嘉

ク

ク

大

．
野

勝

彦

直

孫

北

須

釜

佐

久

間

安

裕

安

ク

吉

矢

部

政

美

茂

ク

ク

矢

部

洋

一

実

ク

部↑ヽ
 

I
 

ク北

須

釜

四
辻
新
田

が
け
て
下
さ
い
。

R
保
険
証
は
た
い
せ
つ
に

保
管
を

・

健
康
保
険
証
は
健
康
の

通
行
手
形
で
す
。
置
き
忘

れ
た
り
、
な
く
し
た
り
、

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
治
療
が
終
っ
た
ら
、
必

ず
お
医
者
さ
ん
か
ら
返
し

て
も
ら
っ
て
た
い
せ
つ
に

保
管
し
て
下
さ
い
。

県

保

険

課

一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

ー

（
十
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

矢

吹

ト

ヨ

源

三

母

関

根

一

郎

安

嗣

長

男

草

野

マ

ツ

勇

蔵

母

高

宮

白

飯

田

光

義

父

第
一
回
農
業
文
化
祭
に
賞
品
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
文
化
祭
季
節
風
の
吹
き
出
し
が
あ

の
副
賞
と
し
て
沢
山
の
賞
り
、
冬
の
入
り
は
少
し
早

品
が
送
ら
れ
ま
し
た
厚
く
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ

御
礼
申
上
げ
ま
す
。
の
後
一
月
に
か
け
て
割
合

各
部
門
の
一
等
に
県
知
季
節
風
は
弱
く
寒
さ
は
し

事
賞
、
乳
牛
一
部
二
部
に
の
ぎ
や
す
い
見
込
で
す
。

須

釜

農

協

組

合

長

賞

、

乳

気

温

牛
第
三
部
和
牛
第
一
部
に
十
二
月
月
始
め
は
寒

共
済
組
合
長
賞
、
和
牛
第
さ
の
き
び
し
い
日
が
続
き

二
部
第
三
部
及
豚
の
入
賞
ま
す
が
、
そ
の
後
は
寒
さ

者
に
泉
村
農
協
組
合
長
賞
が
ゆ
る
み
、
月
年
均
で
は

乳
牛
一
等
に
石
川
酪
農
組

合
長
賞
、
森
永
工
場
賞
、

和
牛
一
等
に
石
川
畜
畜
組

合
長
賞
、
乳
牛
和
牛
豚
一

等
に
石
川
畜
産
振
興
協
会

長
賞
、
畜
産
共
進
会
出
品

者
全
員
に
参
加
賞
と
し
て

石
川
酪
農
組
合
、
森
永
乳

業
、
石
川
畜
協
賞
、
農
産

物
品
評
会
入
賞
者
全
員
に

泉
村
、
須
釜
農
協
、
共
済

組
合
長
賞
。

天
気
予
報

概

況
十
一
月
か
ら
十
二
月
始

め
に
か
け
て
は
時
々
大
陸

の
高
気
圧
が
張
り
出
し
、

高 落

先
月
の
日
誌
よ
り

――
・
1
0

消
防
団
幹
部
会

ク

自

転

車

安

全

運

転

コ
ン
テ
ス
ト
（
於
泉
中
）

―
―
.
-
―
―
―
狂
犬
病
予
防
接
種

東
部
地
区

ニ
・
一
四
ク
西
部
地
区

ク

月

例

監

査

―
―
・
一
写
学
校
建
築
敷
地
買

収
委
員
会

ニ
・
一
七
戸
籍
事
務
現
地
指

導
（
支
所
）

l-・
―1
0

第
一
回
農
業
文
化

祭
第
]
日
畜
産
共
進
会

泉
中

二・―――
r

ン

第
二
日
農
産

物
品
評
会

ぞ
―
―
―
―
ク
第
三
日
講
演

会
発
表
会

―
―
・
―
―
―
―
―
ク
第
四
日
民
芸

大
会

一
ご
―
四
学
校
敷
地
買
収
委

員
会

―
-
・
―
―
写
消
防
団
秋
期
検
閲

須
釜
小
学
校
校
庭

ぞ
―
―
八
母
畑
土
地
改
良
区

・
総
代
選
挙
打
合
せ
会

享
一
保
健
婦
補
助
員
会

談
―
―
-
・
―
―
旱
害
対
等
の
ボ

ン

プ
の
検
査

十
一
月

平
年
並
み
か
や
A

高
い
で

し
ょ
う
。

一
月
だ
い
た
い
寒
さ

は
し
の
ぎ
易
い
見
込
み
で

す
、
初
旬
に
一
時
寒
さ
の

き
び
し
い
日
が
あ
り
ま
す

が
月
平
均
で
は
や
や
高
い

で
し
ょ
う
。

降
水
量
お
よ
び
積
雪

十
二
月
月
始
め
は
冬

型
の
気
圧
配
置
が
続
き
、

会
津
や
山
問
部
で
は
風
雪

が
強
ま
り
ま
す
が
、
そ
の

後
は
大
陸
の
高
気
圧
が
南

に
張
り
出
し
、
季
節
風
は

弱
ま
る
見
込
み
で
す
。
月

の
降
水
量
は
平
年
並
み
。

一
月
各
旬
に
一
回
ぐ

ら
い
づ
さ
会
津
や
、
山
間

部
で
風
雪
が
強
ま
る
期
間

が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
な
お

低
気
圧
が
大
平
洋
岸
を
通

る
た
め
、
浜
通
り
で
も
一

時
大
雪
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
月
の
降
水
量
は

会
津
で
は
平
年
並
み
、
中

通
り
浜
通
り
で
は
多
め
で

す
が
積
雪
は
全
般
に
平
年

並
み
く
ら
い
で
し
ょ
う
。




